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平成24年度教育研究調査事業

『発達の段階に応じたキャリア教育の在り方に関する研究』 報告書 № ４

伝え合いを通して，自分の将来を考えることができる生徒の育成

－国語科と連携したキャリア教育の実践－

蒲郡市立西浦中学校 教諭 藤井克枝

１ はじめに

平成23年１月に中央教育審議会から出された「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り

方」の中で，キャリア教育は社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度の育成を目指

すものであることが明示されている。これまで職場体験活動の実施をもってキャリア教育を行ったも

のとみなす傾向が見られたことにも触れ，キャリア教育がさまざまな教育活動を通して実践されるも

のであることも述べられている。キャリア教育で育成すべき能力として「基礎的・汎用的能力」が具

体的に示され，各教科においても，この「基礎的・汎用的能力」を育成するという視点から見直して

いくことが求められている。

本校と前任校である蒲郡市立大塚中学校は，それぞれ蒲郡市の両端に位置し，どちらも海に面した

自然豊かな学校である。ともに全学年２クラスの小規模校で，生徒たちは１小学校１中学校という，

小学校からずっと変わらない人間関係の中で生活している。素朴な生徒が多く，落ち着いた学校生活

を送ることができている。反面，小学校からの人間関係がなかなか崩せなかったり，初めて出会う人

に対して自分から進んで働きかけることができなかったりするなど，新たな人間関係を築くことに消

極的な生徒が多いという共通した実態が見られた。社会人として自立していくためには，「人間関係

形成・社会形成能力」を高める必要性を強く感じた。

また，中学生は卒業後の進路選択を控えている。自分の個性に応じたよりよい選択をするためには，

「働くこと」の意義を理解し，社会の中で自分が果たすべき役割についての認識を深めていきながら，

自分の生き方について考える「キャリアプランニング能力」を養っていくことが重要である。

さらに，本年度より完全実施となった中学校学習指導要領の国語科の目標には，「伝え合う力を高

める」と記され，「社会生活に必要な国語の能力の基礎を身に付けること」に重点が置かれている。

話すこと・聞くことの能力を育成するために指導する内容として，「社会生活の中から話題を決める

こと」「異なる立場や考えを想定して自分の考えをまとめること」「話の中心的な部分と付加的な部

分などに注意し，論理的な構成や展開を考えて話すこと」「資料などを活用して説得力のある話をす

ること」等が挙げられている。

そこで，国語科の授業を通して自分の考えを分かりやすく伝えたり，相手の話を正しく受け取った

りする「伝え合う力」を育てることで人間関係形成能力を高めるとともに，伝え合う活動を通して，

社会の一員としての自分の役割や将来の生き方に対する考えを深めさせたいと願い，本実践に取り組

んだ。

２ 研究の仮説

国語科の授業を通して，人間関係形成能力と「キャリアプランニング能力」を高めるために，以下

の仮説を立てた。
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(1) 国語科の授業において，生徒同士の関わり合いの仕方や互いの取組について振り返る方法

を工夫したり，地域を中心とした連携活動を取り入れたりすることによって，生徒の伝え合う

力を養い，人間関係形成能力を高めることができるであろう。

(2) 日常生活や社会における多様な役割や働くことの意義を理解することに結び付くような授業

や活動を意図的に設けることによって，「キャリアプランニング能力」を高めることができる

であろう。

３ 実践の方法

研究の仮説を検証するため，以下の方法で実践を行うことにした。

(1) 授業における関わり合いの仕方に関する工夫の手だて

ア 生徒同士の関わり合いの仕方を工夫する。

(ｱ) 小グループによる関わり合いの場と全体での関わり合いの場を適切に位置付け，話し合い

の形態や方法を工夫する。･･･手だてＡ

(ｲ) パネル・ディスカッションにおいて，司会者，発表者，時計係等の役割を分担したり，進

行表を配布したりすることで，生徒たちの手で関わり合いが進められるようにする。

･･･手だてＢ

イ 人に伝える際の支援の仕方を工夫する。

(ｱ) 視聴覚教材を活用したり，伝え方のモデルを示したりすることで，聞き手に分かりやすく

伝える方法を明確に示す。･･･手だてＣ

(ｲ) フル原稿ではなく，メモを見ながら発表させる。･･･手だてＤ

ウ 話を聞く際の支援の仕方を工夫する。

(ｱ) 話を聞く目的やポイントを明確にする。･･･手だてＥ

(ｲ) ワークシートにメモ欄を設け，メモの取らせ方を工夫する。･･･手だてＦ

エ 振り返りの仕方を工夫する。

(ｱ) 相互評価をさせ，互いのよさやアドバイスを伝え合う場面を設定する。･･･手だてＧ

(ｲ) 活動後に振り返りの時間を設定し，学びの成果を実感させたり，次の活動への目標をもた

せたりする。･･･手だてＨ

(2) 地域を中心とした連携活動を取り入れるための手だて

ア 地域のために働く人や地域の職場で働く人と関わる活動を取り入れる。･･･手だてＩ

(3) 役割や働くことの意義の理解に結び付けるための授業や活動の工夫

ア 地域に根ざした題材を設定し，身の回りの問題や身近な人の生き方に目を向けさせる。

･･･手だてＪ

イ 国語科の授業，総合的な学習の時間，学校行事等を関連付けて生徒の意識の流れを大切にし

た授業を構想する。･･･手だてＫ

(4) 国語科とキャリア教育との連携を図るための指導案の工夫

ア 留意事項の評価項目について，国語科に関わる箇所は明朝体で示す。･･･手だてＬ
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イ 留意事項の評価項目について，キャリア教育に関わる箇所はゴシック体で示す。

･･･手だてＭ

４ 実践の内容と考察

(1) 平成23年度の実践内容

ア 単元 ３年国語科「パネル・ディスカッションで考えを深めよう」（８時間完了）

＜大塚中学校＞

イ 単元設定の理由

３月11日に東日本大震災が起きてから，連日震災に関するニュースが報道された。津波が町を襲う

衝撃的な映像は，生徒たちに強烈な印象を与え，震災に対する生徒たちの関心も高い。「映像を見て

怖くなった」「自分たちが募金したお金が，早く被災者の人に届いてほしい」「被災者の避難生活は

大変だ」など，地震の恐ろしさや被災者の生活に目を向けている生徒がほとんどである。しかし，こ

の震災の教訓を生かし，近い将来起きると言われている東南海地震に備えようというところまでは意

識されておらず，まだ身近な問題として捉えられていない面もある。

本単元では，「近い将来起きると言われている東南海大地震に対し，今，わたしたちがすべきこと

は何か」をテーマに学習を進める。社会の一員として，自分にできることを考えさせたい。話し合い

活動としては，パネル・ディスカッションを取り入れる。司会者，発表者，フロアなど，一人一人が

自分の役目を果たしながら，全員参加で作り上げる話し合いを通して，地震に対する考えを深めさせ

たい。テーマに対して，自分が集めた資料を活用しながら，説得力をもって考えを述べられるように

するために，資料の引用の仕方や根拠を明らかにした意見の述べ方を身に付けさせたい。パネル・デ

ィスカッションでは，それぞれが自分の役割を理解した上で，互いの意見をしっかり受け止め，それ

に絡めて意見を言うことで，効果的に話し合いを進めることができることを実感させたい。

ウ 単元の目標

(ｱ) 身の回りで起きている社会の問題に関心をもち，話し合いの進行に協力することができる。

関

(ｲ) テーマについて必要な資料を集め，自分の知識や調べたことを整理したり，自分の考えを

まとめたりして，根拠を明らかにした説得力のある話し方ができる。 話聞 書

(ｳ) 互いの意見を自分の意見と比べながら聞き，自分の考えを深めたり，表現に生かしたりす

ることができる。 話聞

(ｴ) 伝えたい内容の根拠となる資料や他者の考えの要旨を読み取ることができる。 読

エ 単元構想【資料１】

オ 授業の実際と考察

(ｱ) 行事や学活と関連付けた単元構想･･･手だてＫ

普段，あまり身の回りの社会生活に目が向けられていない生徒たちであるが，平成23年３月11日に

起きた東日本大震災に対する関心は高かった。地震発生後，生徒会が行った募金活動では，それまで

に行ったどの募金よりも多くの金額が集まった。

職員の一人が，震災発生後一カ月後にボランティアとして石巻市を訪れた。そこで，学活で学年集

会を開き，その貴重な体験を生徒たちに伝えた。提示された被災地の写真からは悲惨な状況が一目で

分かり，復興が全く進んでいない状況が知らされた。被災地の現状や全国から寄せられた義援金が使

われていないことを知り，ショックを受けた生徒が多かった。と同時に，自分たちにできることをも



－西浦中 4 －

【資料１ 単元構想】

「パネルディスカッションで考えを深めよう」（全８時間）

震災ボランティアに参加したＭ先生の話を聞こう（学活①）

阪神・淡路大震災について学ぼう（修学旅行・行事）
・人と未来防災センター見学・語り部さんの話

学習の流れ ・手だてと評価

評
手だてＩ・Ｊ・Ｍ

②東日本大震災で問題点として挙 ・根拠となる資料を探すヒントとなるように，新聞記事等の資料を
げられていることについて調べ いくつか紹介する。
る。 ・夏休みを利用して，より多くの資料を収集させる。

評
手だてＭ

③パネル・ディスカッションの方 ・パネル・ディスカッションの流れや役割分担を理解させるため
法を理解する。 に，ビデオを見せる。

④調べたことをもとに，自分なり ・資料から引用するときの表現方法や意見の述べ方を押さえる。
の考えをまとめる。

手だてＣ・Ｌ

⑤⑥同じような意見をもつ生徒で ・パネル・ディスカッションで話し合いが深まるように，各グルー
グループを構成し，意見交換を プごとにパネリストを選ばせ，想定される質問や反論への答えを
行う。 考えさせる。

評

手だてＡ・Ｃ・Ｍ

手だてＤ・Ｌ

⑦パネルディスカッションを行 ・司会者がクラス全員の考えを把握し，論点を絞って話し合いを進
う。 めることができるように，事前に座席表を渡しておく。

・フロアの生徒がパネリストの意見に絡めて発言できるように，メ
モを取らせる。

評

手だてＢ・Ｆ・Ｇ・Ｌ・Ｍ

⑧パネルディスカッションを振り ・話し合いで深まった考えを自分なりにまとめさせるために，全校
返り，一度今すべきことについ 生徒に向けたリーフレットを書かせる。
て再度考え，リーフレットにま 評
とめる。 手だてＨ・Ｍ

東日本大震災について，感じたことや考えたことを発表しよう

近い将来起きると言われている東南海大地震に対し，今，わたしたちがすべきことを考えよう

パネルディスカッションで，考えを深めよう

東南海地震に備えて，今，すべきことをリーフレットにまとめよう
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っと考えていきたいという思いが高まったことが感じられた。

その後の修学旅行で，神戸市にある「人と未来防災センター」を訪れた。阪神・淡路大震災当日の

様子を再現した映像や震災に関するさまざまな展示を見て，阪神・淡路大震災の被害の大きさを目の

当たりにした。最後に，語り部さんから体験談を聞く場を設けた。語り部さんから，日頃から防災対

策をしておくことが被害を小さくすることにつながることを教えられた生徒たちは，「いつか東海地

震が来るから，今自分ができることをしていきたい」「地震直後に混乱しないように，安全に行動で

きるようにすることが大事だと感じた」のような感想をもち，地震に対する備えをしておくことの必

要性に気付くことができた。

(ｲ) 地域に根ざした題材の設定･･･手だてＪ

学年集会，修学旅行を通して，生徒たちの震災に対する意識が高まったところで，本単元に入っ

た。まず，東日本大震災について感じたことや考えたことや思ったことを自由に発表させた。避難生

活を続ける被災者に対する思い，外国の人々からの温かい支援，原発問題など，さまざまな視点から

意見が出された。初めは被災者に対する意見が多かったが，「海に近い大塚は，津波は大丈夫なのか」

「今からできる準備を考えたい」など，もし自分たちが被災したらという視点からの意見が出された。

その意見を取り上げ，「近い将来起きると言われている東南海地震に対して，今何をすべきか」につ

いて，これからみんなで考えていこうと投げかけた。

(ｳ) メモを基にした意見発表･･･手だてＣ・Ｄ

テーマに対する自分の考えをしっかりもた

せるために，夏休みを利用して，東日本大震

災を通して分かった問題点について調べ学習

をさせた。生徒は，インターネット，新聞な

どからそれぞれ資料を集めてレポートにまと

めた。

それを基に，自分が一番必要であると感じ

る「今私たちがすべきこと」を考えさせ，意

見発表メモにまとめさせた【資料２】。発表

原稿を書かせると，それを読むだけの発表に

なってしまうので，発表メモにし，要点を箇

条書きにするようにした。また，「自分が主

張したいこと」「主張の根拠」「結論」という

大まかな構成が分かるようにし，「東南海地

震に対し，今すべきことは～です」など，意

見の述べ方のモデルを示した。

要点を箇条書きにさせたことで，集めた資料の中からキーワードを吟味することができた。

(ｳ) グループで意見交換する場の設定･･･手だてＡ・Ｆ

パネル・ディスカッションでは，意見発表をするのがパネリストに限られてしまう。全員に発表さ

せる場を設けたいと考え，グループで意見交換し合う場を設定した。グループは似たテーマを選んだ

生徒同士で構成した。自分の意見と比較しながら聞くことができるように，【資料３】のようなワー

クシートを用意し，「共感したこと・なるほどと思ったこと」に項目を絞ってメモをとらせ，グルー

プ内で一番よかった生徒をパネル・ディスカッションのパネリストに選ばせた。

【資料２ 意見発表メモ】
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意見発表メモを基にした発表をさせたことにより，生徒たちは自分たちなりに言葉をつなぎながら

発表することができた。資料を提示しながら発表をするという工夫をした生徒が多くいたが，資料を

そのまま読んでしまう生徒もいた。

「地震に対する情報の集め方」について調べたグループでは，携帯電話での緊急地震速報の受信の

仕方について発表した生徒もいれば，家族で連絡方法を確認して

おくべきだと主張した生徒もいるなど，視点はさまざまであった。

【資料４】の生徒の感想に「調べる人が違うだけでこんなに変わ

るものかと驚きました」とあるように，似たテーマを取り上げて

も，さまざまな角度から意見が発表されたことにより，見方を広

げることができた。

(ｴ) パネル・ディスカッションでの意見交換･･･手だてＡ・Ｂ

パネル・ディスカッションは，【資

料５】ような流れで行った。司会者

には，事前に進行表と一人一人が発

表した内容が分かる座席表を渡し，

指名に生かせるようにした。フロア

の生徒に対しては，パネリストの意

見の内容をよりつかみやすくするた

めに，意見発表メモのコピーと聞き

取りメモのワークシートを配付し，

メモを取りながら聞かせるようにし

た。

司会者は，進行表に沿ってスムー

ズに話し合いを進めることができた

が，挙手がないと待つことができず

に，指名することが多くなってしま

った。また，「他に」という切り返

しだけでどんどん意見を言わせるだ

けになりがちであった。教師は生徒

から出された意見を板書していた

が，ここはもっと深めたいという場

面では，話し合いに参加して意見を

求めた。フロアの生徒は，一人一人意見にしっかり耳を傾けることができ，「○○さんの意見で～」

【資料５ パネル・ディスカッションの流れ 】

みんなほとんど同じテーマだったのに，それぞれ違う情報を調べ

ていたので，調べる人が違うだけでこんなに変わるものかと驚きま

した。それにみんなが図などを使ってくれて，分かりやすく伝えて

くれました。

【資料４ グループ発表後の生徒の感想 】

【資料３ 聞き取りメモ】

時
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 事 項

間

１ 本時のテーマとパネル ○生徒の手で話し合いがスムーズに進行で
ディスカッションの進め きるように，進行表を提示する。
方を確認する。

５

２ パネルディスカッショ ○話し合いに入る前に，自分の役割（パネ
ンを行う。 リスト・司会者・書記・時計係・フロア）
(1) 司会者によるテーマ を確認させる。
の確認（１分）

(2) パネリストによる意 ○論点が明確になるように，教師が意見の
見交換（各１～２分） ポイントを板書する。

(3) パネリスト同士の討 ○深まりのある話し合いにするために，事
論（10分） 前に発表者の意見の要旨を配っておく。

○話し合いが混乱しないように，質問，反
論は，１回の発言につき，一つにさせる。

(4) フロアも参加した全 ○フロアには，自分の意見と比較しながら
体討論（10分） 聞くことができるようにメモを取らせる。

(5) パネリストの最終発 ○司会者には，全員の意見が把握できるよ
言（各１～２分） うに，事前に座席表を渡しておく。

(6) 司会者によるまとめ 評 話し合う活動を通して，「人間関係形成
（１分） ・社会形成能力（チームワーク，コミュ

ニケーション・スキル）」「話す・聞く」
40 を評価する。手だてＢ・Ｌ・Ｍ

３ パネルディスカッショ ○自己評価と誰の意見で自分の考えがどう
ンを振り返る。 変わったかをワークシートにまとめさせ

る。
評 ワークシートから，「人間関係形成・社

会形成能力（他者の個性を理解する力）」
50 を評価する。手だてＨ・Ｍ

将来起きると言われている東南海地震に対して，今，わたしたちがすべきことは何か
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のように，他の生徒の意見を踏まえた発言が多く見られた。

４人のパネリストが発表した内容は，「家の耐震について」「緊急地震速報の受信方法」「津波から

身を守る方法」「義援金の使い方」であった。話し合いの

中で一番盛り上がったのは，「緊急地震速報の受信方法」

について発表したパネリストの「地震発生後，情報を集

めた方がいい」という意見についてであった。「私が調べ

た中で，地域の人の話を聞いて家に戻ってしまい，津波

に遭った人がいたので自分の考えで判断した方がよい」

「気象庁のような専門的なところからも情報は正しいと

思う」「気象庁からの情報は正しいと言ったけど，緊急地

震速報は当たらないこともあった」等，自分が調べたこ

とを基に，互いの意見をぶつけ合うことができた【資料

６】。また，「津波から身を守る方法」について発表したパネリストの「正しい避難場所を知ること

が自分の命を守る」という意見に対し，「大塚は近くに海があるけど，実際に津波が来たらどこに逃

げるとよいか」ということも話題になり，切実な問題として考えている姿も見られた。話し合い後の

感想の中にも，「耐震グッズをそろえたい」「避難場所を覚えておきたい」など，話題になったこと

を取り入れていこうとする姿勢が見られた。

パネル・ディスカッションという，みんなでさまざまな意見を出し合う話し合いの形を初めて経験

し，【資料７】の感想に「考えが深められるからパネル・ディスカッションは楽しかった」「みんな

の主張が聞けてとてもためになった」とあるように，互いに意見を出し合うことで，新たな考えに気

付くことができるという話し合うことのよさを実感することができた。

(ｵ) 単元を終えての振り返り･･･手だてＨ

「この学習を通して，『この力が付いた』

『こういうことが分かった』『これに自信が

付いた』ということがありますか」という

質問に対して，約４分の１の生徒が「メモ

を基に話す力」と書いた【資料８】。これま

で書いた原稿を読む発表が多かった生徒た

ちにとって，メモを基に発表することがで

きたことは，全体の場で自分の考えを発表

することへの自信につながった。そして，

より聞き手を意識して話すことができるよ

うになり，人間関係形成能力の向上が見ら

れた。

【資料７ パネル・ディスカッションを終えての感想】

・パネル・ディスカションを初めてやって，パネリストだけが討論するんじゃなくて，みんなで話し

合えたからよかった。ディベートみたいに賛成か反対を決めるんじゃなくて，考えを深められるか

らパネル・ディスカッションは楽しかったです。またやってみたいです。

・パネル・ディスカッションは，みんなの主張が聞けてとてもためになった。同じ議題に対して違う

主張があってとてもおもしろいと思った。

【資料６ 意見発表をするパネリスト】

【資料８ 単元末の振り返り】

この学習を通して身に付いたこと

（大塚中３年22名対象）

うまく話す力

12%

自信をもって

話す力12%

資料を見付け

る力12%

メモを基に，

自分で考え

ながら話す

力 32％
その他

32％
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(2) 平成24年度の実践内容

ア 単元 ２年国語科「紹介しよう！ステキな仕事人（プレゼンテーション）」（９時間完了）

＜西浦中学校＞

イ 単元設定の理由

５月に行った３日間の職場体験学習を通して，働くことや自分が興味をもっている職業についての

見方を広げた。生徒たちにとって，「社会に出て働く」という体験は，とても貴重なものとなった。

しかし，将来自分がどんな職業に就きたいかが明確になっている生徒はあまり多くない。

国語科の授業では，課題に対して興味をもって取り組み，自分が自信をもてることは，積極的に発

言しようとする姿勢が見られる。自分流「枕草子」を書くという活動では，オリジナリティーを出す

ことに意欲を示した生徒や，読み手が楽しく読めるように工夫しようとする生徒が多かった。しかし，

全体の場で自分の思いを表現することを苦手にしている生徒が多い。原稿に頼った発表になりがちで，

聞き手を意識して話すことがなかなかできない。

本単元では，職場体験学習を通して，働くことへの見方を広げた生徒たちに，「ステキな仕事人を

紹介する」という課題を設定する。身近な家族や職場体験学習で出会った地域の人などの働く姿を思

い起こさせたい。互いの魅力を感じる働く人の姿を交流させることで，自分の将来や人の生き方につ

いて考えを深めさせたい。

発表の方法として，プレゼンテーションを取り上げる。資料や機器を効果的に活用して視覚に訴え

ながら説明する活動を通して，生徒の話すこと・聞くことへの意欲を高めるとともに，聞き手を意識

した分かりやすい伝え方を学ばせたい。

ウ 単元の目標

(ｱ) 自分が紹介したい仕事人について，説明の仕方を工夫しようとする。 関

(ｲ) 聞き手に分かりやすいように，資料や機器をなどを効果的に活用し，話の構成を工夫して

話すことができる。 話聞

(ｳ) 互いの発表を聞き，説明の仕方や人の生き方について考えを深めることができる。 話聞

(ｴ) 発表を聞いて考えたことを，400字程度の文章にまとめることができる。 書

エ 単元構想（西浦中p.9【資料９】）

オ 授業の実際と考察

(ｱ) 抽出生徒Ａ

真面目な性格だが，自分から積極的にコミュニケーションを図ることは苦手にしている。将来就き

たい職業は，まだ定まっていない。書いたことを読む発表はうまくできるが，聞き手に分かりやすく

伝える工夫を加えながら話すことまではなかなかできない。

(ｲ) 学校行事や総合的な学習と関連付けた単元構想･･･手だてＪ・Ｋ

３日間の職場体験学習では，地域の人と関わり合いながら，「働くこと」への理解を深めた。事後

学習として，自分が体験した仕事の内容，職場の方へのインタビューを通して知ったこと，体験した

感想などを画用紙にまとめ（西浦中p.10【資料10】），それを基に発表会を行った。

生徒Ａは，スポーツが好きなことを生かして，市内のスポーツジムで職場体験を行った。画用紙の

まとめの中で体験後の感想は，「この３日間の職場体験で，仕事をする中で，（働くことの）大切さ

や大変さが分かりました。この体験を生かし将来へ向かっていきたいです」と書かれているだけで，

どのように体験を生かしたいのかが具体的に伝わってこなかった。発表会でも，自分が体験したフロ

ントとプールの監視の仕事の説明とやってみた感想が中心であった。生徒Ａのように，「働くことの
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【資料９ 単元構想】

「紹介しよう！ステキな仕事人 ～プレゼンテーション～」（全９時間）

「働く」とは，どういうことだろう（行事・総合・学活）
・職場体験学習 ・新聞づくり ・学年発表会

生 徒 の 活 動 ・手だてと評価

手だてＬ

手だてＤ・Ｌ

評

手だてＣ・Ｍ

プレゼンテーションの準備をしよう ④⑤

評

手だてＣ・Ｍ

評

手だてＡ・Ｂ・Ｅ・Ｈ・Ｍ

学級発表会をしよう ⑧

評

手だてＥ・Ｆ・Ｇ・Ｍ

発表会を聞いて考えたことを書こう ⑨ 評
・○○君が発表した仕事人のところが，印象に残っ や役

た 割の理解）」「書く」を評価する。
手だてＨ・Ｍ
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大変さを知った」という感想にとどまってし

まう生徒が多く，働くことの意義や自分の職

業の選択まで触れた生徒はほとんどいなかっ

た。

(ｳ) 働くことの意義の理解に結び付け

る題材･･･手だてＪ

本単元では，職場体験学習と関連付けて，「ス

テキな仕事人をプレゼンテーションで紹介す

る」という課題を設定した。身近な家族や職

場体験学習で出会った地域の人などの働く姿

を見つめることで，働くことや自分の将来に

対する考えを深めさせたいと願った。紹介す

る仕事人は，今まで出会った人の中で魅力を

感じた人を選ばせた【資料11】。生徒Ａは，小

学校でお世話になった先生を選んだ。

(ｴ) 説得力のある発表を考えるの設定

･･･手だてＣ

第２時では，生徒たちにプレゼンテーションの方法をつかませるために，教師がプレゼンテーショ

ンの実演を見せた。第３時では，

スライドの構成の仕方について

考えさせるために，もし担任の

先生を紹介するとしたらどんな

スライドにするかを考えさせて

発表させた。【資料12】のように，

項目を増やしすぎて見づらくし

てしまったり文で説明を書いて

しまったりした生徒が多かった。

その後「伝える極意」（ＮＨＫ）

を視聴させ，スライドづくりの

こつを【資料13】のようにまと

めた。それを基に，自分が考え

たスライドの見直しをさせた。

言葉が多すぎたり，長すぎたり，

写真を入れず言葉だけになっていたりするなど

の問題点に気付くことができた。

(ｵ) 進行表を基にした発表･･･手だてＤ

プレゼンテーションは，３枚のスライドを使

い，２分程度の発表をすることにした。原稿を

読むだけの発表にならないように，発表原稿を

書いた後で，西浦中p.11【資料14】のような進行表を書かせた。発表する内容を文ではなく，キーワ

【資料12 生徒が考えたスライド】

①話の流れ

注目→説得→呼びかけ・自分の思い

②写真はしぼり，印象に残る言葉だけ

③スライドを見やすくする工夫

（写真の配置 文字の大きさ 色）

【資料13 スライドづくりの極意】

・職場体験でお世話になった人･･･８人

・家族…９人

・地域で働く人…９人

・その他･･･１人

【資料11 生徒が選んだ仕事人】

【資料10 生徒Ａの画用紙のまとめ】
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ードだけを箇条書きにするように

指示した。初め，生徒たちは，こ

の進行表を見て発表することに不

安を感じているようであったが，

グループ発表では，言葉が出ずに

間が空いてしまうことはなく，自

分なりに言葉をつなげながら発表

することができた。中には，この

進行表にも頼らずにスライドの言

葉を見ながら発表できた生徒もい

た。

(ｶ) グループで発表し合い，

相互評価する場の設定･･･手だてＡ・Ｂ・Ｇ・Ｈ

学級発表会の前の第６～７時では，グルー

プで発表を聞き合い，互いにアドバイスをし

合う場を設定した（西浦中p.12【資料17】）。

この活動を通して，他の生徒のよさを見付け

たり，自分の発表の足りない部分に気付いた

りすることで，よりよい発表にしたいという

意欲をもたせたいと考えた。１人の発表に対

するグループの話し合いの時間は７分とし，

進行役は，ローテーションで全員が務められ

るようにした。話し合いの進め方をプリント

で明示し【資料15】， 生徒たちの手で話し合

いが進められるようにした【資料16】。同じ

グループの生徒からアドバイスをしてもらっ

たことは，メモしておくように指示した。

この短い時間の中で，有効な話し合いがで

きるように，評価の観点を，資料（スライド）

の見やすさ，内容の分かりやすさ，聞きやす

い話し方の３点に絞り，それに基づいて検討

できるようにした。授業の最後に，自分の発

表について直したいことや気を付けたいこと，

グループの生徒の発表を聞いて取り入れたい

と思ったことを振り返りカードに書かせた。

生徒Ａは，スライドに仕事人の写真を入れ，キーワードを絞って見やすく構成することができてい

た。内容面で，発表の最後が，「いろんな人と親しくなりたいです」という簡単なまとめで終わって

しまっていることをグループの生徒から指摘された。「もっと詳しくした方がいい」とアドバイスを

され，西浦中p.13【資料18】の感想にあるように，最後のまとめをもっと細かく書こうという意欲を

【資料15 グループ活動の進め方】

【資料16 グループでの話し合いの様子】

【資料14 プレゼンテーション進行表】
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【資料17 第６時学習過程】

時
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 事 項

間

１ 本時の学習課題をつかむ。 ○生徒たちが，見通しをもってスムーズにグ

ループ活動を進められるように，進行の仕

さらによい発表になるように，グ 方を提示する。

ループごとに発表し合おう ○朗読の仕方に注意して聞き合うことができ

るように，聞くときのポイントを確認する。

①資料（内容・提示するタイミング

②話の構成

５ ③話し方

２ グループごとに発表を聞き合い，ア ○事前にペア（発表者とパソコン操作をする

ドバイスをし合う。 生徒）で打ち合わせをさせておく。

※１グループ９名，発表者５名 ○進行表（進行役の言葉・ローテーションの

○１名の発表につき，グループでの話 仕方）を配付し，進行役をローテーション

し合いは，発表を含めて７分で行う。 で全員にさせる。

○聞き手には，最低一つは意見を言うように

(1) 発表する。 指示する。

(2) 発表者が，うまくいった点，ア ○発表者には，聞き手から出されたよかった

ドバイスしてほしい点を伝える。 点やアドバイスをメモしながら聞くように

(3) 聞き手から，よかった点やアド 指示する。

バイスを伝える。 ○時間内に全員が発表できるように，タイマ

ーを使って，時間を区切らせる。

評 グループで発表し，アドバイスし合う活

動や，ワークシートを通して，「人間関係

形成・社会形成能力（コミュニケーション

・スキル，チームワーク）」「話す・聞く」

45 を評価する。

３ 本時を振り返る。

(1) グループ活動を振り返り，参考に ○２～３名に発表させる。自分の発表で直し

なったアドバイスや他の生徒の発表 たい点についてまとめた生徒１名，他の生

の工夫，自分の発表で直したい点を 徒の発表の工夫についてまとめた生徒１名

ワークシートにまとめる。 に，できるだけ発表させる。

(2) 次時のめあてをつかむ。 評 ワークシートにまとめる活動から，「課

題対応能力（評価・改善）」「キャリアプ

ランニング能力（学ぶこと・働くことの意

義や役割の理解）」「話す・聞く」を評価

50 する。
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もった。生徒Ａのように，グループでの活動を通して，自分の発表をさらによくするための改善点や

他の生徒のよさをそれぞれが見付けることができ，それを本番に生かそうとする意欲が見られた。

(ｶ) 学級発表会での評価･･･手だてＥ・Ｇ

第８時の学級発表会では，互いの発

表を聞き，「働くこと」についての考

えを深めることができるように，評価

カードを工夫した【資料19】。グルー

プの話し合いの際に示した３つの観点

（資料（スライド）の見やすさ，内容

の分かりやすさ，聞きやすい話し方）

に対して◎○△で評価し，発表の中で

印象に残ったことを一言で書くように

した。

生徒Ａは，グループ活動で指摘され

た最後のまとめを「先

生はいろんな人と親

しくなり，みんなに

優しいので，僕もそ

ういうところを取り

入れたい」と，付け

加えて発表すること

ができた。振り返りカードにも，グループの発表よりもうま

くできたこととして，最後のまとめのことが挙げられている

【資料21】。また，話し方については，発表の最初は緊張して

しまったのか，進行表に目をやることが多く，声も少し小さ

かった。スライドの２枚目ぐらいになると，前を向いて話す

ことができるようになり，声も大きくなった。生徒Ａの振り

返りカードでは，スライドの構成とメモを見ながらスムーズに話したかどうかの項目については，評

価が◎であったが，「聞きやすい話し方ができたか」と

いう項目は，○であった。「ここをもっとこうすること

よかった」という項目にも「もう少し声を出して前を見

れたらいいと思いました」と書いており，生徒Ａも大き

な声で前を向いて話すことが十分にできなかったことを

自覚していた。また，他の生徒からの評価も，資料と内

容に比べて話し方の項目は◎の評価が少なく，△という

プレゼンテーションを実際にして３枚目の最後のまとめのところが簡単すぎたので，もっと細かく書きたいと

思いました。みんな，言葉の出し方がユニークだったのでそこを取り入れたいです。

【資料18 生徒Ａのグループでの話し合い後の感想】

【資料19 学級発表会での評価カード】

【資料20 生徒Ａの発表の提示資料】 【資料21 生徒Ａの振り返りカード】

0 5 10 15 20

話し方

内容

資料

◎

○

△

【資料22 他の生徒(24名)からの評価】

(名)



－西浦中 14 －

評価も見られ，本人の自己評価と合致していた（西浦中p.13【資料22】）。話し方については，やや

課題が残ったものの，スライドを工夫し，進行表を見ながらスムーズに話すことはできたので，おお

むね目標を達成したと判断する。

(ｷ) 単元の振り返り･･･手だてＨ

第９時では，評価カード

のメモを基に学級発表会を

通して考えたことを400字

程度の文章に書かせた【資

料23】。生徒Ａの文章に「大

切なのは笑顔と優しさだと

思いました」とあるように，

紹介された仕事人の共通点

を挙げながら，「働く」こ

とへの自分の考えを述べる

生徒が多かった【資料24】。

また，「それぞれの仕事人

のいいところを自分も取

り入れていき」（生徒Ａ）

「私もそんな人たちのよう

に，『誰かのために動ける

人』になりたいな」（生徒

Ｂ）のように，今後に生か

していきたいという感想も多く見られた。生徒Ｂのように，他の生徒

の発表を聞いて印象に残った仕事人を挙げながら考えを述べた生徒も

多かった。生徒たちが学級発表会を通して，働くことについての考え

を深めたことを読み取ることができた。

単元を終えて書かせた振り返りカードの中で生徒Ａは，「レベルアッ

プできたこと」として，「メモを基に自分の言葉で言うこと」を挙げた

【資料25】。原稿に頼らない発表が初めてだったので，多くの生徒がこ

れを挙げていた【資料26】。他にも，「スライドの構成の仕方」「人前で

話すこと」など，伝える活動で成果を感じていることが分かる。

５ 研究のまとめと今後の課題

(1) 成果

ア 人間関係形成・社会形成能力の向上

・パネル・ディスカッションやプレゼンテーションという伝え合う活動は，生徒にとって目新しい

・僕はみんなの仕事人の発表を聞いて仕事人に大切なのは笑顔と優しさだと思い

ました。（中略）優しさは全般的に多くて，人と触れ合ったり，助けたりする

気持ちだと思います。また，それぞれの仕事で，人との触れ合いが大切な仕事

もあるので，優しさも大切さだと思いました。（中略）それぞれの仕事人のい

いところを自分も取り入れていき，将来役に立ったらいいと思います。（後略）

〔生徒Ａ〕

・それぞれが発表した仕事人の人たちには，それぞれ大変なことがあります。例

えば保育士さんは意外と重労働だったり，Ｄ君のおばあちゃんの起床の早さに

は，驚きました。それでも，誰かのために，身をけずって働いていると思いま

す。私もそんな人たちのように，「誰かのために動ける人」になりたいなと思

いました。 〔生徒Ｂ〕

＜生徒が見付けた仕事人の共通点＞

・笑顔 ・優しさ ・周りへの気遣い

・仕事に誇りをもつ

・楽しみながら働く

・人に喜ばれる ・人の役に立つ

【資料24 仕事人の共通点】 【資料25 学習の振り返り】

【資料23 発表会を聞いて考えたこと（一部抜粋）】

【資料26 本単元での成果】

＜レベルアップできたことや分かったこと（振り返りカード）＞

・メモを見て話すこと…８人 ・人前で話すことに慣れた…５人 ・スライドの構成の仕方…５人

・スライドの作り方…３人



－西浦中 15 －

ものであり意欲的に取り組むことができた。伝え合う活動の楽しさを感じたり，さまざまな視点

からの発表を聞くことで，見方を広げたりすることができた。

・原稿をそのまま読むのではなく，メモを基に発表させたことは，生徒に話すことへの自信をもた

せることにつながった。

・聞くときのポイントを明確にしたり，ワークシートにメモ欄を設けてメモの取らせ方を工夫した

りしたことで，他の生徒の意見を踏まえながら考えを述べる姿が見られた。

・グループで相互評価する場面を設定したことで，他の生徒のよさを見付けたり，他の生徒からの

アドバイスを受け入れたりして，よりよい表現にしようとする姿勢が見られた。

・キャリア教育アンケート結果を見ると，「他者の個性について理解している」「他者に配慮しな

がら自分の考えを伝えている」に対して「当てはまる」と回答した生徒が増えており，「人間関

係形成・社会形成能力」の高まりが見られた（西浦中p.16【資料27】）。

イ キャリアプランニング能力の向上

・修学旅行や職場体験学習といった学校行事への取組みと関連付けながら，「東南海地震」「身近

な仕事人」という地域に根ざした題材を設定したことで，地域の問題や人々に目を向けることが

でき，社会の一員として自分がすべきことや働くことについて考えを深めることができた。

・キャリアアンケート結果を見ると，「働くことの意義や役割について理解している」「将来の自

分についての見通しを立てている」で，「当てはまる」と回答した生徒が増えており，「キャリ

アプランニング能力」の高まりが見られた（西浦中p.16【資料27】）。

(2) 課題

・国語科の「話す・聞く」活動において，生徒が自分の生き方について考えを深めることができる

題材をさらに開発していきたい。

・グループでの話し合いやパネル・ディスカッションでは，生徒たちの手で進めさせるようにした

が，まだまだ効果的に話し合いを進めるところまでには至っていない。今後，話し合い活動を重

ねることで，課題解決に向けて効果的に話し合いを進行させる力を身に付けさせていきたい。

・「人間関係形成能力」「自己の果たす役割についての認識」を高めるためには，継続的な取組み

が必要である。三年間を見通した指導を考えていきたい。

６ おわりに

国語科で育成する「伝え合う力」は，キャリア発達にかかわる基礎的・汎用的能力の「人間関係

形成・社会形成能力」だけではなく，その他の能力の基盤にもなる。今回の実践を通して，学習指

導要領で示された「実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身に付

けること」が，キャリア教育の推進につながることを実感した。このことを意識しながら，今後も

実践を積み重ねていきたい。



－西浦中 16 －

※事前６月 事後10月に実施 ※１年25人 ２年26人 ３年24人

【資料27 キャリア教育アンケート結果（西浦中学校生徒）】

他者の個性について理解している

（西浦中事前）

他者の個性について理解している

（西浦中事後）

他者に配慮しながら自分の考えを伝えている

（西浦中事前）

他者に配慮しながら自分の考えを伝えている

（西浦中事後）

将来の自分についての見通しを立てている

（西浦中事前）

将来の自分についての見通しを立てている

（西浦中事後）

働くことの意義や役割について理解している

（西浦中事前）

働くことの意義や役割について理解している

（西浦中事後）
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平成２４年度　『キャリア教育の実施内容』　　　　　　蒲郡市立西浦中学校 【資料28】

期
月 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

「中学生になっ
て」

デイキャンプ
国語
「分かりやすく
説明しよう」

部活動激励会 体育大会 自分を知る
文化祭
合唱コンクー
ル

はあとぷろじぇ
くと

働く人々の仕
事と考え

名古屋分散学
習

「反省と2年生
の準備」

新年度の具体
的な目標を考
える。

仲間と協力し，
よりよい集団
にしていこうと
する意欲を高
める。

説明する観点
を決めて，分
かりやすく伝え
る方法を考え
る。

自分の役割を
考えて，協力し
ようとする態度
を育てる。

目標に向かっ
て，仲間と協
力することの
大切さを知る。

自分の個性を
理解しようとす
る気持ちを高
める。

一人一人が役
割を果たし，目
標を実現しよう
とする気持ち
を高める。

地域のお年寄
りとの交流を
通して，地域で
の自分の役割
への認識を深
める。

身近な人の仕
事について調
べ，「働くこと」
への理解を深
める。

自分たちの力
で計画し，実
行する力を高
める。

自分を見つめ
直し，来年度
に向けての目
標をもつ。

期
月 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

「２年生になっ
て」

職場体験学習

国語
「紹介しよう
ステキな仕事
人」

部活動激励会 体育大会 自分を知る
文化祭
合唱コンクー
ル

はあとぷろじぇ
くと

自然教室
進路計画の検
討と吟味

「反省と３年生
の準備」

新年度の具体
的な目標を考
える。

働くことの意義
や働く人の思
いについて理
解を深める。

分かりやすく
伝える方法を
考えて，発表
する。

自分の役割を
考えて，協力し
ようとする態度
を育てる。

目標に向かっ
て，仲間と協
力することの
大切さを知る。

自分の個性を
理解しようとす
る気持ちを高
める。

一人一人が役
割を果たし，目
標を実現しよう
とする気持ち
を高める。

地域のお年寄
りとの交流を
通して，地域で
の自分の役割
への認識を深
める。

自分たちの力
で計画し，実
行する力を高
める。

自分にふさわ
しい進路につ
いて考え，進
路計画の見直
しをする。

自分を見つめ
直し，最上級
生になる自覚
をもつ。

期
月 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3

「３年生になっ
て」

修学旅行
上級学校につ
いて調べよう

進路先につい
て知る

体育大会
国語
「自分の魅力
を伝えよう」

文化祭
合唱コンクー
ル

はあとぷろじぇ
くと

受験準備と試
験の受け方

就職や進学の
準備

卒業にあたっ
て

新年度の具体
的な目標を考
える。

企業訪問を通
して，職業につ
いての理解を
深める。

進路選択に必
要な情報を集
める。

学校説明会や
体験入学を通
して，上級学
校について知
る。

目標に向かっ
て，仲間と協
力することの
大切さを知る。

記者会見型ス
ピーチを通して
自分の魅力を
伝える方法を
考える。

一人一人が役
割を果たし，目
標を実現しよう
とする気持ち
を高める。

地域のお年寄
りとの交流を
通して，地域で
の自分の役割
への認識を深
める。

進路の最終選
択をし，受験に
備える。

面接練習を通
して，自己ＰＲ
について考え
る。

卒業後の生活
向けての抱負
を書く。

後　　　　　　　期

教
科
・
内
容

教
科
・
内
容

一
年

前　　　　　　　期 後　　　　　　　期

三
年

前　　　　　　　期 後　　　　　　　期

教
科
・
内
容

二
年

前　　　　　　　期

－西浦中17－


